
 

 

 

 

 
 

愛媛労連青年部： 

『憲法かふぇ』を開催 

～1 年後には憲法を語れる青年をつくろう！～ 
1月 27日、愛媛労連青年部は『憲法かふぇ』を

開き、6人が参加しました。 

「一年後には憲法を語れる青年をつくろう！」

を目標に継続的な憲法学習を楽しくやろうとオー

プンさせました。 

はじめに、「あなたにとって憲法とは」というテ

ーマで付箋に自由に

書いてもらい、なぜそ

う思ったかとあわせ

て自己紹介、「大切な

ものだけど説明はむ

ずかしい」「よくわか

らないけど、今になっ

て重要性は感じる」な

どの声がありました。 

 

～紙芝居でその成り立ちや役割を学習～ 
初めての憲法を学ぶという人もいたので、“あす

わか”(注・下記)の『王様をしばる法〜憲法のは

じまり〜』の紙芝居でその成り立ちや役割を学び、

特別支援学校で教員をしている愛媛労連青年部副

部長から「私と憲法」をテーマに、学校や教育と

憲法について話してもらいました。 

憲法 26条の「すべて国民は、法律の定めるとこ

ろにより、その能力に応じて、ひとしく教育を受

ける権利を有する。②すべて国民は、法律の定め

るところにより、その保護する子女に普通教育を

受けさせる義務を負ふ。義務教育は、これを無償

とする。」の条文について、大人は子どもに教育を

受けさせる義務があるけど、子どもは教育を受け

る権利がある。そのために国や先生、大人は子ど

もたちに同じ水準の教育を受けられる条件を整え

る必要がある。 

今、教育無償化へ憲法を変えるとかの話もある

けど、高校については憲法を変えなくても無償化

できた。自民党ホームページに密告フォームがあ

ったり、道徳の教科化で国が子どもたちの心を国

のものさしで評価しようとしたり、国が教育に介

入しようとしているけど、教育を受ける権利があ

るのは子どもたちだから、子どもたちが友達と学

びたい、行きたい学校や授業ができるようにする

のが国の役割などの話がありました。 

 

～次回は「9 条とか憲法が変わったらどうなっ
てしまうのかを聞きたい」～ 
みんなで今日の内容についてトーク。「本人の身

近な話題に引き寄せて憲法を語ってもらうとわか

りやすかった」「こういう話をする場はなかなかな

いので、また呼んでほしい」といった感想が出さ

れました。 

次回のテーマは「9 条とか憲法が変わったらど

うなってしまうのかを聞きたい」と決め、次回日

程と LINEグループをつくり、共有しました。 

 

(注・あすわか＝明日の自由を守る若手弁護士の会 

HP参照：http://www.asuno-jiyuu.com/) 

http://www.asuno-jiyuu.com/


 

 

自治労連青年部： 
「3000万人署名」宣伝の取り組み 

自治労連青年部は 1 月 27 日、全国の青年部が集

まり春闘期の取り組みを意思統一する青年部全国

委員会を開催したのち、茗荷谷駅近くの交差点で

「3000 万人署名」の宣伝に取り組みました。 

 

～平和と憲法を守る運動の要～ 

青年部全国委員会では、「安倍 9 条改憲 NO」

3000 万人署名を、平和と憲法を守る運動の要と位

置づけて取り組みを広げようと呼びかけ、その一

環として終了後実際に署名宣伝行動を行いました。 

夕方の短時間、寒い中 28 名の青年がハンドマイ

クで訴え、チラシを配布、署名、シール投票を行

い 22 筆の署名を集め運動の確信を深めました。 

シール投票には 13 人から意見を聞くことがで

きました。「憲法 9 条が、これまでの日本の平和に

役だってきたと思いますか」という質問には「そ

う思う」と回答した人が圧倒的多数、「そう思わな

い」と答えた人は 1 人だけでした。 

 

～やはり署名をしてもらえると嬉しい～ 

寒い中での署名活動はチラシを受け取ってもら

うのも一苦労、それというのも寒いとポケットか

ら手を出したがらない人も多いようでしたが、町

に出る前に人一倍元気に「頑張って取組もう」と

呼びかけた参加者は一人で 8 筆の署名を集めまし

た。 

署名活動は取組むだけでも町に風を起こせる有

意義なものですが、やはり署名をしてもらえると

嬉しいもの。その後の交流会では、この署名活動

のことも話題のひとつとなりました。 

 

 

 

 【声と行動を可視化しよう】 
▼どんどん宣伝しよう 

 若者が集まる機会を生かし、街頭宣伝の日程を設定しよう。若憲実行委員会に加わる諸団体や九条の会、青年

団体などと協力して 9 条改憲に反対する若者の姿を発信しよう。 

▼草の根で対話しよう 

 日常的に、家族や友人、クラスメイトや同僚など周りの若者と対話し署名を集めよう。 

▼「#9 条いいね」ハッシュタグキャンペーン 

ハッシュタグ「#9 条いいね」をつけて、自分の思いや対話で聞いた若者の思いをＳＮＳでどんどん発信しよ

う。９条改憲反対の意思とともに、憲法や９条は平和にこんなに役に立つ！といった憲法の意義や魅力を語ろう。 

 

【「９条を守る」若者を増やそう】 
▼署名の担い手を広げよう 

 ＳＮＳで宣伝参加を呼びかけるなど署名の担い手を広

げよう。家族、友人、知人にもどんどん声をかけ、署名

を書くだけでなく、集めることも頼んでみよう。 

▼シールボードとリーフの活用しよう 

 署名を集めるときは、こちらから声をかけ対話の糸口

ともなるシールアンケートと若者対話用リーフを活用し

よう。(リーフ・申込用紙は次のページ以降参照！) 

 

http://wakamonokenpou3.wixsi

te.com/wakaken20160515 

http://wakamonokenpou3.wixsite.com/wakaken20160515
http://wakamonokenpou3.wixsite.com/wakaken20160515


 

 

 

 



 

 


